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第５章 サービス量の見込み 
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１ サービス種別ごとのサービス量を見込む際の基本的な考え方 

 

各サービス量の見込みは、第７期の介護保険事業計画の実績等をもとに、保険者で

ある市町村が見込んだサービス量の積上げを基本として設定しました。 

 

（１）介護保険対象サービス 

  ①介護給付を行うサービス 

ア 居宅サービス 

     居宅サービスについては、保険者である市町村が見込んだサービス量の積

上げを基本とし、県全体の見込量を設定しました。 

   

イ 施設・居住系サービス 

     高齢者の多くができる限り住み慣れた地域での生活を望んでいることか

ら、介護老人福祉施設のみならず、有料老人ホーム及びサービス付き高齢者

向け住宅等が多様な介護ニーズの受け皿としての役割を担っていることも

踏まえ、居住系サービス等も視野に入れ、まずは、住み慣れた地域での生活

を支える小規模多機能型居宅介護等の地域密着型サービスの整備・充実を行

うとともに、広域的な施設・居住系サービスの整備・充実を行うこととしま

した。 

     施設・居住系サービスについては、保険者である市町村が見込んだサービ

ス量の積上げを基本とし、県全体の見込量を設定しました。 

また、必要入所（利用）定員総数を設定する必要がある施設ごとの整備方

針は次のとおりです。 

 

（ア）介護老人福祉施設  

  市町村における今後の（後期）高齢者人口の動向や必要なサービス量の

見込量を踏まえ、一定の地域密着型及び広域型の介護老人福祉施設の新

設・定員増を行うこととしました。 

  なお、整備に当たっては、入居（所）者の生活環境の向上、介護の質の

向上を図るため、個室・ユニット型を推進します。 

（イ）介護老人保健施設 

療養病床からの転換による定員増及び介護医療院への転換（平成18年

（2006年）7月1日から平成30年（2018年）3月31日までに療養病床か

ら転換して許可を受けたものに限る。）による定員減が考えられますが、

現状で必要数は確保できていると考えられるため、新たな整備については
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計上しないこととしました。 

 

（ウ）介護医療院 

   平成30年度（2018年度）から新たに創設された施設類型で、慢性期の

医療・介護ニーズへの対応のため、「日常的な医学管理が必要な重介護者

の受入れ」や「看取り、ターミナルケア」等の機能と、「生活施設」とし

ての機能を兼ね備えた介護保険施設です。 

   介護療養型医療施設は、令和 5年度（2023年度）末をもって廃止され

ることから、介護医療院への転換が進んでいます。今後も療養病床からの

転換による介護医療院の増加が見込まれるため、この計画においては当該

転換による対応を優先することとします。 

   なお、療養病床からの転換に伴う入所定員増加分は、必要入所定員総数

には含みません。 

 

（エ）介護療養型医療施設    

介護療養型医療施設は、令和 5年度（2023年度）末をもって廃止され

ることから、運営する医療法人の意向をもとに、介護医療院や他の介護施

設等への転換を進めることとなっています。 

なお、この計画の計画期間内における必要入所定員総数は、この計画の

策定時（令和2年度（2020年度）末）の介護療養病床数を上限とします。 

ただし、その後、介護療養病床数が減じた場合、その時点の病床数が介

護療養型医療施設の定員上限とします。 

 

（オ）特定施設入居者生活介護 

市町村における必要なサービスの見込量を踏まえ、一定の地域密着型及

び広域型の特定施設入居者生活介護（介護付き有料老人ホーム等）の利用

者数を見込みました。 

 

②予防給付を行うサービス 

   介護予防サービス及び介護予防地域密着型サービスのサービス量については、

居宅サービス及び施設・居住系サービスと同様に市町村が見込んだサービス量の

積上げを基本とし、県全体の見込量を設定しました。 

 

（２）介護保険対象外サービス 

   経済面や生活環境等の面で一人暮らしが困難な人を対象とした養護老人ホー
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ムについては、市町村が見込んだサービス量の積上げを基本としています。 

   また、軽費老人ホーム（ケアハウス、Ａ型及びＢ型）についても、市町村が見

込んだサービス量の積上げを基本としています。 

   なお、近年大きく増加し、多様な介護ニーズの受け皿としての役割を担ってい

る有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅については、県（熊本市を除

く）への届出（登録）により設置されることから、令和 2年度（2020年度）末

の設置見込数を計上しました①。 

 

                         
① P68参照。 
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２ サービス量等の見込み 

（１）県全体 

①介護保険対象サービス 

ア 介護給付サービス 

（ア）居宅サービス 

 

 
※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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（イ）地域密着型サービス 

 
 

 

  

 

 

（ウ）居宅介護支援 

    

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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（エ）施設サービス 

 

 ※平成30年4月に創設された介護医療院の必要入所定員総数は、療養病床及び介護療

養型老人保健施設からの転換に伴う増加分は含めないこととします。なお、転換意向

調査の結果を次ページに掲載しております。 

※令和5年度末まで廃止期限が延長された介護療養型医療施設の必要入所定員総数は、

計画策定時（令和2年度末）の介護療養型医療施設の定員を上限とします。 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 
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【参考】 県内医療機関が有する療養病床の転換意向について 

熊本県が実施した「療養病床の取扱いに係る意向調査」に基づく、令和2年（2020年）

9月1日時点での転換意向は以下のとおりです。 

 

 調査期間：令和2年（2020年）9月29日～12月1日 

 調査時点：令和2年（2020年）9月1日 

 調査対象：県内の療養病床を有する135医療機関 

 回答数 ：134医療機関（99.2%） 

 

１．医療保険病床以外へ転換の意向を示した医療療養病床（490床）の動向 

 

  転換先 

        転 換 年 度 

R2 R3 R4～5 未定 計 

介護医療院 3 105 77 6 191 

介護老人保健施設   52  52 

その他の住まい等  6   6 

病床廃止  20 10 32 62 

未定    179 179 

計 3 131 139 217 490 

 

２．介護療養病床（754床）の動向 

 

  転換先 

        転 換 年 度 

R2 R3 R4～5 未定 計 

医療保険病床 20 14 70 51 155 

介護医療院 37 110 156 72 375 

介護老人保健施設   15 28 43 

その他の住まい等  13   13 

病床廃止    41 41 

未定   20 107 127 

計 57 137 261 299 754 
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イ 予防給付サービス 

（ア）介護予防サービス 

   

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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 （イ）地域密着型介護予防サービス 

 

 

 

 

 

 

（ウ）介護予防支援 

 

 

 

 

 

 

②介護保険対象外サービス 

 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 
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（２）個別サービス・高齢者福祉圏域ごと 

①介護保険対象サービス 

ア 介護給付サービス 

   （ア）居宅サービス 

ａ 訪問介護 

      ○サービスの内容 

・訪問介護員が居宅を訪問し、入浴・排せつ・食事等の介護や日常  

生活上の世話を行うものです。 

      ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

      

 

 

ｂ 訪問入浴介護 

      ○サービスの内容 

・浴槽を積んだ入浴車等で居宅を訪問して、介護職員や看護職員が 

入浴の介護を行うものです。 

      ○サービス量の見込み            （単位：回数／年）   

 

 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｃ 訪問看護 

      ○サービスの内容 

・病状が安定した利用者に対し、看護師等が居宅を訪問し、療養上  

の世話や診療の補助を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

      

 

 

 

     ｄ 訪問リハビリテーション 

      ○サービスの内容 

・理学療法士、作業療法士等が居宅を訪問し、日常生活の自立を助  

けるためのリハビリテーションを行うものです。 

○サービス量の見込み            （単位：回数／年）     

 

 

 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｅ 居宅療養管理指導 

      ○サービスの内容 

・通院困難な利用者に対し、医師等が居宅を訪問し、療養上の管理  

や指導を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

      

 

 

 

ｆ 通所介護 

      ○サービスの内容 

・老人デイサービスセンター等に通ってもらい、入浴・排せつ・食事

等の介護や日常生活等の世話、機能訓練等を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

        

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｇ 通所リハビリテーション 

      ○サービスの内容 

・老人保健施設や病院・診療所に通ってもらい、理学療法士や作業療 

   法士等によるリハビリテーションを行うものです。 
    ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

        

 

 

 

ｈ 短期入所生活介護 

      ○サービスの内容 

・利用者に介護老人福祉施設等に短期入所してもらい、入浴・排せ 

つ・食事等の介護や日常生活上の世話、機能訓練等を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：日数／年） 

       

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｉ 短期入所療養介護 

      ○サービスの内容 

・病状が安定した利用者に老人保健施設や医療機関等に短期入所し 

てもらい、看護、医学的な管理の下での介護や機能訓練、その他の

必要な医療や日常生活上の世話を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：日数／年） 

      

 

 

 

ｊ 福祉用具貸与 

      ○サービスの内容 

・日常生活の自立を助けるための福祉用具や機能訓練のための福祉 

用具を貸与するものです。 

      ○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

        

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｋ 特定福祉用具販売 

      ○サービスの内容 

・入浴や排せつ等に使用される貸与になじまない福祉用具等の購入 

費を支給するものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

        

 

 

 

ｌ 住宅改修 

      ○サービスの内容 

・自宅における手すりの設置や段差の解消等、小規模な住宅改修の 

費用を支給するものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

      

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 



100 

ｍ 特定施設入居者生活介護 

      ○サービスの内容 

・養護老人ホームや有料老人ホーム等に入居している要介護者等に 

対して、介護サービス計画に基づき、入浴・排せつ・食事等の介護

や日常生活上の世話、機能訓練・療養上の世話を行うものです。 

(ａ)介護専用型特定施設入居者生活介護 

○必要利用定員総数               （単位：人数） 

       

※全て有料老人ホームが対象 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 
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(ｂ)混合型特定施設入居者生活介護 

○必要利用定員総数                  （単位：人数） 

  
※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※混合型特定施設の利用者数＝施設定員×0.7（0.3は自立者を想定） 
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（イ）地域密着型サービス 

ａ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

      ○サービスの内容 

・日中・夜間を通じて１日複数回の定期訪問と随時の対応を介護・  

看護が一体的に又は密接に連携しながら提供するサービスです。 

      ○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

        

 

 

ｂ 夜間対応型訪問介護 

      ○サービスの内容 

・夜間において、定期的な巡回又は随時の通報により、利用者の居  

宅に訪問し、排せつの介護や緊急時の対応その他の支援を行うもの

です。 

      ○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

        

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｃ 地域密着型通所介護 

○サービスの内容 

・老人デイサービスセンター等に通ってもらい、入浴・排せつ・食  

事等の介護や日常生活等の世話、機能訓練等を行う事業所のうち、

利用者が18名以下のものをいいます。 

      ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

        

 

 

ｄ 認知症対応型通所介護 

      ○サービスの内容 

・認知症である利用者に、当該事業所に通ってもらい日常生活上の  

世話や機能訓練を行うものです。 

      ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

        

 

 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｅ 小規模多機能型居宅介護 

      ○サービスの内容 

・利用者に、その居宅で、又はサービスの拠点に通ってもらい、あ  

るいは短期間宿泊してもらい、家庭的な環境と地域住民との交流の

もとで介護その他の日常生活上の世話や機能訓練を行うものです。 

      ○サービス量の見込み            （単位：人数／月） 

        

 

 

ｆ 認知症対応型共同生活介護 

      ○サービスの内容 

・認知症である利用者が共同生活を営む住居（グループホーム）に   

おいて、入浴・排せつ・食事等の介護や日常生活上の世話、機能訓

練を行うものです。 

      ○サービス量の見込み            （単位：人数／月） 

        

 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｇ 地域密着型特定施設入居者生活介護 

      ○サービスの内容 

       ・定員が29人以下で入居者を要介護者等に限定した養護老人ホーム

や有料老人ホーム等の要介護者に対して、入浴・排せつ・食事等の

介護、日常生活の世話、機能訓練・療養上の世話を行うものです。 

      ○必要利用定員総数               （単位：人数） 

          

       

 

ｈ 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

      ○サービスの内容 

・定員29人以下の小規模の特別養護老人ホームに入所する要介護者

に対して、介護等の日常生活の世話、機能訓練、健康管理、療養上

の世話を行うものです。 

      ○必要利用定員総数               （単位：人数） 

        

 

※全て有料老人ホームを対象とする。 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｉ 看護小規模多機能型居宅介護 

      ○サービスの内容 

・小規模多機能型居宅介護と訪問看護等、複数の居宅サービスや地  

域密着型サービスを組み合わせて提供するものです。 

      ○サービス量の見込み            （単位：人数／月） 

        

 

 

 

（ウ）居宅介護支援 

     ○サービスの内容 

・利用者からの依頼を受けて、要介護認定の申請や居宅介護サービス  

計画（ケアプラン）の作成を行うとともに、サービス事業者との連絡

調整を行うものです。 

     ○サービス量の見込み              （単位：人数／月） 

        

 
※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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（エ）介護保険施設サービス 

ａ 介護老人福祉施設 

       ○サービスの内容 

・定員30人以上の特別養護老人ホームに入所する要介護者に対し

て、施設サービス計画に基づき、介護等の日常生活上の世話、機

能訓練、健康管理、療養上の世話を行うものです。 

       ○必要入所定員総数                （単位：人数）  

         

 

 

ｂ 介護老人保健施設 

       ○サービスの内容 

・老人保健施設に入所する要介護者に対して、施設サービス計画 

に基づき、看護、医学的管理下での介護、機能訓練等の必要な医

療及び日常生活等の世話を行うものです。 

○必要入所定員総数               （単位：人数）        

         

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 
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ｃ 介護医療院 

       ○サービスの内容 

・要介護者に対して、長期療養のための医療と日常生活上の世話 

（介護）を一体的に提供するものです。 

○必要入所定員総数               （単位：人数） 

         

 

 

     ｄ 介護療養型医療施設 

       ○サービスの内容 

・病院・診療所の療養病床等（介護保険適用分）に入院する要介護

者に対して、療養上の管理、看護、医学的管理下の介護、機能訓

練等の必要な医療を行うものです。 

       ○サービス量の見込み              （単位：人数） 

         

 

※平成30年4月に創設された介護医療院の必要入所定員総数は、療養病床及び介護療養

型老人保健施設からの転換に伴う増加分は含めないこととします。 

※令和 5年度末まで廃止期限が延長された介護療養型医療施設の必要入所定員総数は、

計画策定時（令和2年度末）の介護療養型医療施設の定員を上限とします。 
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イ 予防給付 

（ア）介護予防サービス 

ａ 介護予防訪問入浴介護 

    ○サービスの内容 

・浴槽を積んだ入浴者等で居宅を訪問して、介護職員や看護職員が入浴 

の介護を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

      

      

 

ｂ 介護予防訪問看護 

    ○サービスの内容 

・病状が安定した利用者に対し、看護師等が居宅を訪問し、療養上の世  

話や診療の補助を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

      
 ※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｃ 介護予防訪問リハビリテーション 

    ○サービスの内容 

・理学療法士、作業療法士等が居宅を訪問し、日常生活の自立を助ける  

ためのリハビリテーションを行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

      

 

 

 

ｄ 介護予防居宅療養管理指導 

    ○サービスの内容 

・通院困難な利用者に対し、医師等が居宅を訪問し、療養上の管理や指  

導を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

 

 ※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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  ｅ 介護予防通所リハビリテーション 

    ○サービスの内容 

・老人保健施設や病院・診療所に通ってもらい、理学療法士や作業療法  

士等によるリハビリテーションを行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

 

 

 

 

ｆ 介護予防短期入所生活介護 

    ○サービスの内容 

・利用者に介護老人福祉施設等に短期入所してもらい、入浴・排せつ・  

食事等の介護や日常生活上の世話、機能訓練等を行うものです。 

    ○サービス量の見込み            （単位：日数／年） 

 

 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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   ｇ 介護予防短期入所療養介護 

    ○サービスの内容 

・病状が安定した利用者に老人保健施設や医療機関等に短期入所しても 

らい、看護、医学的な管理の下での介護や機能訓練、その他の必要な医

療や日常生活上の世話を行うものです。 

○サービス量の見込み             （単位：日数／年） 

 

 

 

 

ｈ 介護予防福祉用具貸与 

    ○サービスの内容 

・日常生活の自立を助けるための福祉用具や機能訓練のための福祉用具 

を貸与するものです。 

○サービス量の見込み             （単位：人数／年） 

 
※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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   ｉ 特定介護予防福祉用具販売 

○サービスの内容 

・入浴や排せつ等に使用される貸与になじまない福祉用具等の購入費を 

支給するものです。 

○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

  

 

 

 

ｊ 介護予防住宅改修 

○サービスの内容  

・自宅での手すりの取り付けや段差解消等、小規模な住宅改修の費用を  

支給するものです。 

○サービス量の見込み            （単位：人数／年） 

  

  ※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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   ｋ 介護予防特定施設入居者生活介護 

○サービスの内容 

・有料老人ホーム等に入居している要介護者等に対して、介護サービス  

計画に基づき、入浴・排せつ・食事等の介護や日常生活上の世話、機能

訓練・療養上の世話を行うものです。 

○サービス量の見込み              （単位：人数） 

          

 

 

 

（イ）地域密着型介護予防サービス 

ａ 介護予防認知症対応型通所介護 

○サービスの内容 

・認知症である利用者に、当該事業所に通ってもらい日常生活上の世話

や機能訓練を行うものです。 

○サービス量の見込み            （単位：回数／年） 

 
※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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ｂ 介護予防小規模多機能型居宅介護 

    ○サービスの内容 

・利用者に、その居宅で、又はサービスの拠点に通ってもらい、あるいは

短期間宿泊してもらい、家庭的な環境と地域住民との交流のもとで介護

その他の日常生活上の世話や機能訓練を行うものです。 

○サービス量の見込み            （単位：人数／月） 

  

 

 

ｃ 介護予防認知症対応型共同生活介護 

    ○サービスの内容 

・認知症である利用者が共同生活を営む住居（グループホーム）におい    

て、入浴・排せつ・食事等の介護や日常生活上の世話、機能訓練を行う

ものです。 

○サービス量の見込み            （単位：人数／月） 

  

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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（ウ）介護予防支援 

   ○サービスの内容 

・利用者からの依頼を受けて、要介護認定の申請や居宅介護サービス計画 

（ケアプラン）の作成を行うとともに、サービス事業者との連絡調整を  

行うものです。 

○サービス量の見込み            （単位：人数／月） 

  

 

 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※令和2年度は、上半期の実績等に基づき推計した見込値 
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 ② 介護保険対象外サービス 

ア 養護老人ホーム 

    ○サービスの内容 

 ・原則として65歳以上で、環境上の理由及び経済的な理由により、居宅

での生活が困難な人が利用でき、入浴、食事等の日常生活上必要な世話

が受けられるものです。 

○必要入所定員総数               （単位：人数） 

  

 

 

イ 軽費老人ホーム 

    ○サービスの内容 

・60歳以上（夫婦で入所の場合どちらかが 60歳以上）であって、身    

体機能の低下や高齢のため自炊ができない、独立して生活することに不

安な方が利用でき、入浴や食事の提供、緊急時の対応等のサービスが受

けられるものです。 

○利用定員数                  （単位：人数） 

  

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 

※下段、（ ）内は、令和2年度を100とした場合の各年度の指数 


